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★町の人口★人口10・193 (+ 10）男4,836(+ 8）女5,357(+ 2）世帯合計3,445(- 1）平成元年7月末日現在）は前月との比較です 

【慶寿園清掃】 

暑
さ
な
ん
か
 

ヘ
ッ
チ
ャ
ラ
だ
い
 

【
赤
池
駅
前
の
 

そ
う
じ
？
】
 

赤
池
町
社
会
福
祉
会
（
山
下
次
 

男
会
長
）
が
毎
年
夏
休
み
に
行
い
 

今
年
で
九
回
目
を
迎
え
る
学
童
保
 

育
「
か
え
る
の
学
校
」
。
 

今
年
は
、
町
内
の
老
人
ホ
ー
ム
 

（
天
郷
荘
と
慶
寿
園
）
を
訪
問
し
、
 

屋
内
外
の
清
掃
、
自
分
た
ち
の
手
 

で
作
っ
た
「
お
に
ぎ
り
」
を
食
卓
 

に
並
べ
て
の
ク
ふ
れ
あ
い
給
食
）
 

お
年
寄
り
た
ち
の
肩
を
も
ん
で
あ
 

げ
た
り
、
 

一
緒
に
遊
ん
で
い
た
だ
 

い
た
り
、
し
ば
し
暑
さ
を
忘
れ
る
 

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

又
、
う
だ
る
よ
う
な
炎
天
下
、
 

「
赤
池
駅
」
前
公
園
の
草
と
り
や
 

清
掃
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
 

こ
の
「
か
え
る
の
学
校
」
は
、
 

町
内
の
父
子
、
母
子
、
共
働
き
を
 

さ
れ
て
い
る
家
庭
の
子
供
た
ち
を
 

対
象
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
 

年
は
六
十
人
の
元
気
な
子
供
た
ち
 

が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 



に
 

、

j

 

h
‘
。
 

ノ
ー
、
 

定
期
運
賃
の
差
額
を
 

十
月
一
日
か
ら
操
業
開
始
の
 
「
平
成
 

筑
豊
鉄
道
」
。
運
賃
、
時
刻
表
な
ど
こ
の
 

原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
八
月
二
十
三
日
 

現
在
で
は
、
ま
だ
決
定
さ
れ
て
は
い
ま
 

せ
ん
。
来
月
号
に
は
掲
載
し
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
運
賃
は
J
R

よ
 

り
は
、
 

一
割
か
ら
一
割
五
分
、
値
上
さ
 

れ
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
定
期
運
賃
 

の
差
額
補
償
を
J
R

に
て
、
次
の
と
お
 

り
に
行
い
ま
す
。
手
続
き
は
面
倒
な
こ
 

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
損
の
な
い
よ
う
 

早
目
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
 

伊
田
線
「
赤
池
駅
」
 
ー
「
中
泉
駅
」
 

間
四
、
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
区
間
 

民事介入暴力事案 
特別相談所の開設（無料） 

暴力団や暴力団との親交のある者が 

〇債権取立 

〇金銭貸借 

〇企業倒産 

〇交通事故示談 

〇不動産取引き 

〇家屋の賃貸借 

などの民事問題に介入するケースが多くなってい 

ますが、これらの問題でお困りの方は、この機会 

に是非相談を．ノ 

専門の警察官、弁護士が相談に応じます。 

●日時 9 月9日田午前10時～午後4時 

●場所 田川青少年文化ホール（田川市平松） 

筑豊ブロック暴力団特別取締本部 

か 42-21 2 〇番（内線395) 

『新駅』の要望書提出 納涼花火大会 
に
新
駅
を
作
る
た
め
、
地
区
 

住
民
の
方
や
町
議
会
の
ご
援
 

助
に
よ
り
、
署
名
を
集
め
、
 

そ
れ
を
「
平
成
筑
豊
鉄
道
」
 

社
長
（
滝
井
義
高
田
川
市
長
）
 

に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

現
在
、
伊
田
線
、
糸
田
線
、
 

田
川
線
三
線
の
沿
線
市
町
村
 

か
ら
も
新
駅
の
要
望
が
出
さ
 

れ
て
い
て
、
全
部
の
要
望
を
 

聞
き
入
れ
る
事
は
出
来
な
い
 

相
談
で
す
が
、
私
た
ち
の
町
 

「
赤
池
」
だ
け
は
、
こ
の
ワ
 

ガ
マ
マ
を
な
ん
と
か
通
し
た
 

八
月
十
六
日
、
市
場
地
区
 

で
仕
掛
け
花
火
と
、
打
上
花
 

火
六
十
発
が
夏
の
夜
空
を
い
 

ろ
ど
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
九
年
 

か
ら
毎
年
続
け
ら
れ
て
い
て
 

今
年
で
六
年
目
、
す
っ
か
り
 

定
着
し
た
こ
の
行
事
に
、
見
 

物
客
の
大
き
な
歓
声
が
湧
き
 

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

今
年
見
損
な
っ
た
方
、
来
 

年
の
盆
に
は
是
非
お
見
逃
し
 

な
き
様
に
ノ
い
い
も
ん
で
す
 

よ。 
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補
償
し
ま
す
 

補
 
償
 

の
 
内
 
容
 

現
在
、
九
州
旅
客
鉄
道
の
定
期
券
で
 

伊
田
線
、
糸
田
線
、
田
川
線
を
利
用
さ
 

れ
て
い
る
方
で
、
平
成
元
年
十
月
一
日
 

以
降
も
引
き
続
き
、
「
平
成
筑
豊
鉄
道
を
 

定
期
券
で
利
用
さ
れ
る
方
に
『
九
州
旅
 

客
鉄
道
の
定
期
運
賃
』
と
『
平
成
筑
豊
 

鉄
道
の
定
期
運
賃
』
と
の
差
額
を
補
償
 

し
ま
す
。
 補

 
償
 
の
 

期
 
間
 

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

▲平成筑豊鉄道社長に要望書を手渡す日野町長司 

●
通
勤
ー
平
成
筑
豊
鉄
道
開
業
後
ー
カ
 

年
（
十
ニ
カ
月
）
 

・
通
学
ー
現
在
、
在
学
中
の
学
校
卒
業
 

ま
で
の
間
（
所
定
の
修
業
年
限
ま
で
 

と
し
、
 

一
年
は
十
カ
月
と
し
て
計
算
 

し
ま
す
。
な
お
平
成
元
年
度
の
補
償
 

期
間
は
、
五
カ
月
と
な
り
ま
す
）
 

補
償
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
 

①
ま
ず
、
定
期
利
用
届
を
出
し
て
下
さ
 

い
。
こ
の
利
用
届
の
用
紙
は
、
伊
田
 

線
、
糸
田
線
、
田
川
線
三
線
の
各
駅
に
 

用
意
し
て
い
ま
す
。
 

▼
受
付
期
間
ー
平
成
元
年
九
月
一
日
か
 

ら
九
月
二
十
五
日
ま
で
 

▼
受
付
箇
所
ー
直
方
、
金
田
、
田
川
伊
 

田
、
田
川
後
藤
寺
、
勾
金
、
油
須
原
、
 

崎
山
、
犀
川
、
豊
津
、
行
橋
の
い
ず
れ
 

か
の
駅
（
残
念
で
す
が
、
赤
池
駅
は
こ
 

の
中
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
）
へ
、
ご
持
 

参
下
さ
い
。
 

長期安定基金の寄附募集 

「平成筑豊鉄道」 この鉄道を長期安定 

経営を確保するためには多くの基金を必 

要とします。 

そこで、住民みなさんの深いご理解と 

暖いご芳志、ご寄附をお願い致します。 

※
こ
の
利
用
届
を
提
出
さ
れ
な
い
場
合
 

は
補
償
さ
れ
な
い
そ
う
で
す
。
 

②
つ
ぎ
に
、
新
し
い
平
成
筑
豊
鉄
道
の
 

定
期
券
を
買
い
求
め
の
上
、
補
償
申
 

請
を
し
ま
す
。
 

●
定
期
券
利
用
届
を
出
さ
れ
た
方
で
補
 

償
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
補
償
申
請
 

用
紙
及
び
、
受
付
箇
所
の
案
内
を
、
九
 

月
三
十
日
頃
ま
で
に
、
自
宅
へ
郵
送
し
 

ま
す
。
 

●
補
償
申
請
の
受
付
の
際
、
平
成
筑
豊
 

鉄
道
の
定
期
券
及
び
、
身
分
証
明
書
又
 

は
、
在
学
証
明
書
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

●
補
償
金
は
、
申
請
を
さ
れ
た
方
が
指
 

定
し
た
銀
行
、
農
協
及
び
、
信
用
金
庫
 

の
ロ
座
に
送
金
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
十
月
一
日
以
降
も
有
効
な
九
 

州
旅
客
鉄
道
の
定
期
券
を
お
持
ち
の
方
 

は
、
残
余
の
日
数
に
つ
い
て
J
R

の
窓
 

口
で
払
い
戻
し
を
し
ま
す
。
（
払
い
戻
し
 

は
廃
止
後
一
年
間
有
効
で
す
）
 

ト寄附の納入方法 

①直接納入弓＞赤池町役場、収入役室（窓 

口①番）で申し出ていただければ納入で 

きます。 

②役場へこれない方中ご一報下されば、 

役場担当職員がご自宅までお伺いします。 

ト間い合せ、申し込み先 

役場総務課企画係（窓口3 番） 

ff28-- 2 0 0 4 （内線243番） 

お
年
寄
り
の
交
通
事
故
死
が
急
増
 

◆
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
 
九
月
ニ
十
一
日
s
三
十
日
◆
 

警
察
庁
に
よ
る
と
、
今
年
の
全
国
の
 

交
通
事
故
死
者
は
、
六
月
二
十
八
日
現
 

在
で
五
千
二
十
四
人
と
な
り
、
昨
年
よ
 

り
十
三
日
も
早
く
五
千
人
を
超
え
ま
し
 

た
。
ち
な
み
に
昨
年
は
、
年
間
の
死
者
 

数
が
十
三
年
ぶ
り
に
一
万
人
を
突
破
し
 

た
の
で
す
が
、
今
年
は
昨
年
よ
り
も
速
 

い
ペ
ー
ス
な
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
 

目
立
っ
て
多
い
 

自
転
車
で
の
事
故
 

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
事
故
の
特
徴
は
 

お
年
寄
り
の
交
通
事
故
死
が
急
増
し
て
 

い
る
こ
と
で
す
。
 

と
く
に
目
立
つ
の
は
、
自
転
車
に
乗
 

っ
て
い
て
交
通
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
で
 

死
亡
し
た
人
の
う
ち
、
約
半
数
（
二
百
 

三
人
）
が
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
 

で
し
た
。
こ
れ
は
、
今
年
一
月
か
ら
五
 

月
末
ま
で
の
統
計
で
す
が
、
こ
れ
を
去
 

年
の
同
じ
時
期
と
比
べ
る
と
、
な
ん
と
 

約
五
〇
％
も
増
え
て
い
る
の
で
す
。
ま
 

た
、
二
輪
車
乗
車
中
の
死
亡
事
故
も
増
 

え
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
原
因
と
し
て
は
、
今
年
の
 

始
め
ご
ろ
は
温
暖
な
日
が
多
く
、
自
転
 

車
や
オ
ー
ト
バ
イ
を
利
用
す
る
機
会
が
 

多
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

い
つ
ま
で
も
 

若
い
つ
も
り
が
・
・
・
 

最
近
の
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
歯
止
め
 

を
か
け
る
た
め
に
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
 

ん
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
れ
 

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

気
持
ち
の
う
え
で
は
若
い
つ
も
り
で
 

も
、
や
は
り
年
齢
と
と
も
に
体
力
や
運
 

動
能
力
は
若
い
時
に
比
べ
て
落
ち
る
も
 

び
ん
し
ょ
う
 

の
で
す
。
反
射
神
経
や
敏
捷
性
に
つ
い
 

て
も
同
様
で
す
。
 

ま
た
、
視
力
や
聴
力
も
若
い
時
と
同
 

じ
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
が
 

多
い
よ
う
で
す
。
こ
の
へ
ん
の
と
こ
ろ
 

を
冷
静
に
考
え
て
み
る
こ
と
も
大
事
な
 

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

昭和50年および過去5年間に 

死者数が5,000人を超えた日 

年 月 日 死者数 年累計 

10,792人 50年6 月28日 5,014人 

59年8月4 日 5,002人 9,262人 

60年8月1日 5,021人 9,261人 

61年7月30日 5,003人 9,317人 

62年7月31日 5,021人 9,347人 

63年7 月11日 5,013人 10,344人 

元年6 月28日 5,024人 2 

表のように、交通事故により死亡され 

た方は、例年より異常に多くなってい 

ます。事故をーつでも少なくするため 

「交通ルール」最低限これだけは守っ 

て下さい。 

‘
試
運
転
を
始
め
た
レ
ー
ル
バ
 ス
 

⑥
お
間
い
合
せ
 

最
寄
り
の
伊
田
線
、
糸
田
線
、
田
川
 

線
の
各
駅
で
す
。
 

響繊蹴麟麟難織麟察総 

▲金田駅構内にある平成筑豊鉄道の本社 

交
通
ル
ー
ル
を
 

再
確
認
し
よ
う
 

次
に
、
自
分
自
身
が
交
通
ル
ー
ル
を
 

守
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
る
 

こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
道
路
を
渡
る
 

と
き
に
、
近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
の
 

に
手
前
で
横
断
し
て
い
な
い
か
、
ま
た
、
 

な
な
め
横
断
を
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
 

…
と
。
 

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
が
、
「
く
る
ま
社
 

会」 

の
危
険
か
ら
身
を
守
る
と
い
う
こ
 

と
を
肝
に
銘
じ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
 

環境衛生週間一24日～10月1日（厚生省） 動物愛護週間120日～26日（総理府） 


